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平成30年度障害福祉-引一ビス等報酬改定の概要
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第1 平成30年度障害福祉サービス等報酬改定に係る基本的な考え

1 ． これまでのョ

○障害者自立支援法（現・障害者総合支援法)の施行から11年が経過し、
障害福祉サービ

ぞれ倍増するな

そうした中で

た「障害者総合

総合支援法等が

年4月1日に施

o新琴竺灘皇無繍鰯鑿濤欝譽雪麓欝=達
者の重度化・高齢化、医療的ケア児や精神障害者の増加などに伴い、障害福

祉ｻｰビｽ等の利用者が多様化し廿いる中で､個々のﾆｰズに応じたサービ
スの提供体制を整備する必要があ3．

○また､平成28年6月に閣議決津れた｢ﾆｯボﾝｰ億総活躍プﾗﾝ｣に
おいて「障害や疾病の特性等に応uて最大限活躍できる環境を整備すること

苛鴬封霊篭鰯髻壱M麓y豐篁言雪琶
就労定着支援の充実が求められる｡ ’
○加えて、利用者数やサービスを提供する事業所数

蕊応芸差雛臺鰯嵜繍撫驫悪
･る割蜜念鰡奎鷲舗茎豊障害福祉ｻｰ
撫難撫苛鱸蕊簔雪?聲騨

国』ﾛ ｰI 町w U ･

商TEなサーピフ
klワ ．

O障害福祉一

平成29年5

ほか､個々0

「平成30笠

弓の串汀盈

等識酬改定の概要｣は､これまでの検討0
譽理し≦取りまとめたものであ為

平成30年度障害福祉サービス等報酬改定の基本的な考え2

各琴竺蕊臺歸謹呈崇壼寶醤鷲彗rの基本的考え方に基つき

、
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(2 是 ‘ 、…）障害児支援の週ぢ

の対応等）

○医療技術の進捗

どの医療的ケアカ

の障害l県がその妄

｡受鴇蟇窯壽量漫志鰯謡難|雲臨利闇する障＝
児が障害特性に応じた適切な支隼を受け､生活能力の向上などが図られる
よう、サービスの質を確保し、適切な評価に基づく報酬体系とする｡

神障害者の地域移行の推進（3）

○ 長期に入院する精神障害者等の地

の生活の場や､地域生活を支え‘た

具体的には.地域生活支援拠挙
組を強化する。

化を図るとともに、生活の場である
援等の既存ｻｰビｽや新たに創設さ

二巽斐
報酬の見直し ｜
障害者がその適性に応じて能力を

壽讓鮭鱸瀧る暴繍
における工賃.賃金向上や一般就労

域移行を進めていくため、地域移行後

めのサービス提供体制の確保などの取

の整備を促進し、その機能の充実・強

グループホームを確保し、地域相談支

れた自立生活援助の活用により、関係

スを複合的に提供できる体制を強化す

○

上や就労移行、就労定着の促進に向け〕
た
○

４く

十分に発揮し、地域で自立した生活を

労移行後の定着実績や工賃実績、労働

系を構築し､就労系障害福祉サービス

への移行・定着を更に促進する。
『
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